
 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

7月…台風と十島村 
十島村教育長 有村 孝一  
 

一喜一憂という言葉があります。意味は, 状況の変

化などちょっとしたことで, 喜んだり不安になったり

すること。また, まわりの状況にふりまわされること

です。今月も台風９号, １０号, １１号と立て続けに発

生し, そのたびにその進路の行方に文字通り一喜一憂

しているわけです。 

自然環境が厳しいと一言で言いますが, 中でも台風

の襲来は, その最たるものであります。いろいろな行

事を計画していても, 台風で一瞬にして中止になると

いうのは, 十島の人々にとって何とも言い難いことだ

と思います。今回も２航海が欠航となり, その間１０

日間も船の往来のない日が続きました。 

教育委員会関係を見ましても, 小中学校の集合学習

やＡＬＴ（外国語指導助手）の派遣, ファミリー劇場

の派遣など, 台風に関わらず天候不良により, 延期し

たものも数多くあります。そのような中にあっても, 

何とかスケジュールをこなしていかなくてはなりま

せん。このことは, 計画立案の段階で, 幾通りかの代案

を持っていなければならないということです。 

このように, ひと手間加えながら, 村の行事は遂行

されていくわけです。ですから, 行事が終わったとき

の安堵感は大変なものです。一方で十島村での仕事の

醍醐味を味わうのもこのような時ではないかと思い

ます。 

自然の厳しさと切っても切り離せない十島村です

が, 山海留学生の児童生徒は, そんな十島村で自分を

変えよう, 変わりたいという思いを持って日々それぞ

れの島で頑張っています。たくましく凛々しく成長す

る姿を見ると, 台風なんか負けないぞ, というたくま

しさを感じます。 

「頑張れ」は「願晴れ」とも書きます。「願晴れ」

は最後に顔が晴れるように, 笑顔になれるように, 今

をしっかり過ごして乗り越える。辛いことも, きつい

ことも, 苦しいことも, 顔が晴れるための試験という

ことであります。村中の子どもたちが, 台風なんかに

負けないで, いつも晴々とした顔でいますように願う

ばかりであります。 

また, 南の海上に台風１２号が発生したようです。

島の人々は, どんな思いでこれを迎えるのでしょうか。 

自問自答していると, フェリー「としま」は, 欠航で

増えた荷物を載せて２３時に出航していきました。      

 

たちは, 宿泊先の「ゆすいん」に向かい, 結団式の後, 遅い

夕食をとり, 翌日に控えた伊集院北中との交流に備えまし

た。 

翌日は快晴の中, 交流が始まりました。体育館で相

互の紹介がなされました。日頃, 少ない人数で学習し

ているので, ３０９人の生徒の前で発表するの上がり

ました。 

   

                  

ＴＶ会議で授業公開 
７月１３日（月）悪石島中

で永田先生の英語の授業がテ

レビ会議システムを活用して

行われました。参加したのは, 

口之島中, 中之島中, 諏訪之

瀬島分校, 宝島中の 4 校です。

悪石島中の２名の生徒に更に７名の生徒が加わり９

名の授業になりました。自己紹介文を離れた別の島の

友だちに発表したり, 質問したり答えたりして, 居場

所の違いを超えてまるで同じクラスで授業を受けて

いるかのようでした。音声と画像が頼りですが, 英語

専科の先生の授業を一斉に受けることができるよさ

も, このシステムならではことです。他の島の生徒と

一緒に授業を受けるられることは, 十島村の中学生と

しての一体感も生まれることでしょう。一つの教室で

の授業とまったく同じというわけではありませんが, 

居場所が違いながらの双方向のやりとりができるの

は, テレビ会議システムのよさです。今後も, このよさ

に着目して, 小中学校でさらに活用が深まっていけば

いいと思います。役場の４階

でテレビ会議システムの画

面を見ながら「英語で自己紹

介や質問をし, お互いのこ

とを知ろう。」という本時の

目標に向かって４校の生徒

が同じ先生の授業を受けることができるというよさ

を感じることでした。板書に「発表順, 口→中→諏→

悪→宝」とあったのが, テレビ会議らしくて, とてもユ

ニークでした。                                                                      

「水に親しみながら３Ｍ運動  

 みんなで めざそう 水の事故ゼロ」 
（児童生徒等水難事故防止対策連絡会） 

 

 

 
 

   

 

 昨年の４月, ぼくとお母さん, お姉ちゃん, 妹の４

人は, 宝島に引っ越してきました。それまでは, お父さ

んだけが宝島にいて, ぼくたちは, みょう円寺という

ところにはなれてすんでいました。なぜかというと, 

お姉ちゃんと妹にしょうがいがあり, 島にはない病院

に通わなければならなかったからです。でも, や

っぱりみんなそろってくらしたいという家族の

思いから, お父さんとお母さんが, たくさんの人

に協力をもらって, ようやくこの宝島で, いっし

ょにくらせるようになりました、お父さんといっ

しょにくらせるようになることはとてもうれし

かったのですが, 引っこしする前は, 不安な気持

ちもありました。ぼくと同じ三年生は女の子二人

だったので, 「友だちになれるかな。」とか「中

学生はどうかな。」といろい

ろ考えました。いよいよ学校

に通うようになりました。す

ると, そんな心配はすぐにふ

きとびました。その年のじど

う生との数は１２人と, 前の

学校の一クラスよりも少ない人数でしたが, とて

もなかがよく, 先生達も気軽に声をかけてくださ

いました。お姉ちゃんのことも心配でしたが, み

んなが登下校の時に手をつないでくれたり話し

かけたりしたので, 僕は「宝島に引っこしてきて

よかったなあ。」と心から思いました。 

それから１年以上が過ぎました。今年は, じどう

生との数は１５人にふえました。みんな変わらず

にやさしく, ぼくもずいぶん宝島にくわしくなり

ました。自ぜんがいっぱいで, ぼくのすきな虫も

たくさんいます。この前は, 家の前のミカンの木

にカラスアゲハのよう虫がいたので, 学校で飼っ

て羽化させることができました。宝島小学校に通

うようになって, 勉強もよくわかるようになりま

した。字もきれいに書けるようになりました。み

んなに教えてもらって自転車にものれるように

なりました。ぼくが, 今, がんばっているのが, じ

ゅう道とスティールドラムの練習です。上手にな

ったぼくのすがたをお父さんに見てもらうのが

何よりも楽しみです。        

 この大好きな宝島で, 家族いっしょになかよく

すごしながら, これからもいろんなことを学んだ    

り, できるようになったりしたいと思います。                              

十島村の先生たちの研究会 
７月２３日と２４日の２

日間にわたり , 鹿児島市の

勤労青少年ホームで十島村

の先生たちの研究会があり

ました。教科の専門部会や

小学校中学校に分かれての

分科会 , 養護教諭部会 , 講

演会など様々な研修の中で, 先生たちは真剣な表情で

参加していました。 

事前に提出された指導法に関するアンケートに基

づいて研究討議がなされ, 教育

センターの先生から指導助言を

いただきました。先生たちは, メ

モを取りながら熱心に聴き入っ

ていました。講演会では, 県教育

委員会の六笠登由指導監から「行きたい学校, 通わせ

たい学校」と題して講話がありました。教育に僻地が

あってはならないと, 十島村の先生たちに学力の実態

や「こうすれば学力が上がる。」というポイントを具

体的に御指導をいただきました。先生方は, うなずき

ながら自身の指導法を振り返っておられるようでし

た。離島の極小規模校で, しかも複式という厳しい環

境の中で, 先生方の悩みを少しでも解決する研究会に

なったのではないでしょうか。先生方の頑張ろうとい

う熱気が感じられる研究会でした。この夏季休業中に

先生方はいろいろな研究会に参加されますが, 二学

期からの指導に着実に生かしてほし

いものです。これからも, 子どもたち

が行きたい学校, 親が行かせたい学

校を目指して頑張る先生方を, 教育

委員会は応援していきます。 

十 島 村 の 小 ・ 中 学 校 か ら の メ ッ セ ー ジ            

平島小学校諏訪之瀬島分校 教諭 東山崎洋一  
  

 諏訪之瀬島に赴任することが決まったとき，先輩の 

先生から「教育の原点がわかるよ。」と言われました。

そこで, 今回この原稿を書くにあたって, 自分なり 

にこのことについて考えてみました。 

 まず, 少人数という特性から子どものことを深く理 

解できます。そのことを生かして, 子どもに合った教 

材を準備し,子どもの理解に応じて学習を進めること 

ができます。このように, 個に応じた学習を展開する 

ことが教育の原点の一つだと考えられます。 

 次に, 保護者・地域の方々と, 毎週の通船作業や地域 

の行事などを通して, 連携を深めることができます。 

そこで, 子どもの様子や教育のあり方, 学校への願い 

など情報交換をすることができます。これらも参考に 

して, 協力して教育を進めることで, 子どものよりよ 

い成長につなげることができます。学校・家庭・地域 

が緊密に協力して教育を進めることも, 教育の原点の 

一つと考えられます。 

 そして, 総合的な学習の時間のタケノコ採りや春の 

一日遠足での魚釣りなど, 地域の素材を生かした学習 

ができます。このような特色ある教育活動を通して, 

郷土を愛する心を育てることも, 教育の原点の一つだ 

と考えられます。 

 赴任して, １年数か月で, 多くのことを学ぶことが 

でき, 諏訪之瀬島の方々や環境に大変感謝しています。 

 今後は, さらに教育の原点について学び続けていき 

たいと思います。そして, この諏訪之瀬島で学んだこ 

とを, 児童生徒や保護者, 地域の方々に還元できるよ 

うに, 努力を続けていきます。 

シリーズ――島で暮らす 

十島村の学校で生活して      

        「宝島での１年３か月」       

宝島小４年 福島 嘉津穂 
 

 

        

 

 

吉岡 和音  現在中2年生＜鹿児島市＞（中之島小） 
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